
嬉
一
巻
　
　
（
一
二
八
）
　
批
　
評

凱

評

『
那
珂
懸
世
遺
書
』
を
讃
む

　
　
　
文
墨
博
士
桑
原
騰

　
　
　
　
　
　
醐

　
こ
の
」
年
の
聞
に
世
に
公
に
さ
れ
セ
東
洋
史
に
關
嵩
め

る
書
類
の
中
で
、
學
界
の
注
意
に
面
す
る
も
の
は
、
僅
に

指
を
屈
す
る
灘
．
こ
思
ふ
Q
故
郷
珂
博
士
の
遺
書
は
勿
論
そ

の
尤
も
傑
出
し
た
も
の
で
め
る
○
博
士
が
去
る
閉
治
四
十

一
年
三
月
世
を
馳
M
せ
ら
れ
て
か
ら
、
早
く
も
七
八
の
星
霜

を
纏
た
○
笹
底
の
逡
稿
の
一
日
も
早
く
世
に
公
に
さ
れ
ん

こ
ご
を
希
望
し
た
も
の
は
、
吾
が
輩
一
入
で
は
あ
る
ま
い
。

委
員
諸
讃
の
容
器
に
よ
っ
て
、
そ
の
遺
稿
が
昨
秋
八
月
置

出
版
さ
れ
る
こ
、
こ
、
な
っ
た
の
は
、
濁
り
故
博
士
の
爲
め

の
み
で
な
く
、
廣
く
我
が
學
界
の
鴬
に
概
す
べ
き
至
り
で

あ
る
〇

　
一
銭
那
珂
博
士
の
學
風
は
極
め
て
言
論
精
緻
で
、
一
の

曖
豚
一
の
綱
塗
を
許
さ
澱
○
反
覆
考
慮
し
π
結
果
で
な
け

那
踊
酒
壷
瀧
諮
を
談
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟
一
二
　
　
一
二
八

　
　
　
　
　
　
　
ね
ば
旗
決
し
て
購
に
も
筆
に
も
幾
表
せ
訟
の
で
あ
る
○
故
に

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
三
三
な
り
三
三
な
り
は
、
多
く
永
久
的
領
麺
を
有
し

　
　
　
　
　
　
　
て
居
る
Q
博
士
は
ま
淀
博
魔
よ
り
も
精
讃
を
爾
ぷ
方
針
を

　
　
　
　
　
　
　
執
っ
把
○
稀
観
の
秘
書
の
捜
索
を
も
忽
に
は
ぜ
譲
が
、
較

　
　
　
藏
　
ろ
蒙
の
蟹
を
麺
讃
し
て
、
軽
を
固
め
る
こ
ご
に
力

　
　
　
　
　
　
　
を
叢
し
た
。
捷
穫
よ
り
も
大
道
に
由
る
こ
い
ふ
の
が
、
博

　
　
　
　
　
　
　
士
の
攻
學
の
金
科
遍
條
で
め
っ
た
○
從
っ
て
樽
士
の
學
説

　
　
　
　
　
　
　
に
は
些
個
の
誇
街
の
弊
が
な
く
、
安
心
し
て
信
頼
す
、
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
ご
が
繊
來
る
○
縦
倉
そ
の
褒
表
盛
時
に
、
世
間
の
税
糖
を

　
　
　
　
　
　
　
動
か
す
程
の
評
点
は
な
く
こ
も
、
十
年
二
十
年
ご
時
を
経

　
　
　
　
　
　
　
る
構
…
に
隔
學
界
の
講
讃
が
加
っ
て
く
る
O
　
『
那
珂
海
…
世
遺

　
　
　
　
　
　
書
』
は
勿
論
未
定
稿
で
は
あ
る
が
悟
そ
の
未
定
稿
の
裡
に

　
　
　
　
　
　
も
、
十
分
故
博
士
の
學
風
が
農
露
さ
れ
て
居
っ
て
、
吾
が

　
　
　
　
　
　
輩
を
し
て
轄
た
敬
虚
の
念
を
禁
じ
能
は
ざ
ら
し
む
る
の
で

　
　
　
　
　
　
あ
る
○

　
　
　
　
　
　
　
『
那
珂
遜
世
潰
…
書
』
は
全
部
千
頁
　
以
上
に
渉
る
大
著
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
る
Q
そ
の
窓
首
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
、
三
宅
（
米
吉
）
博
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
の
編
述
さ
れ
把
、
文
學
博
士
郵
珂
麺
世
震
傳
は
、
實
に
筆

　
　
　
　
　
　
情
兼
ね
曲
る
文
章
で
、
故
博
士
の
生
涯
を
叙
し
て
殆
ざ
遣



憾
が
な
い
○
さ
て
那
珂
博
士
の
遺
書
は
大
別
し
て
三
部
ご
　
宣
長
も
公
言
し
て
居
る
Q
ま
た
紳
武
石
即
位
の
年
を
辛
酉

す
る
こ
ご
が
出
家
る
○
策
一
は
『
外
交
繹
史
』
で
、
圭
ご
　
に
擬
定
し
π
の
は
、
支
那
の
緯
書
の
説
に
本
づ
き
、
信
愚

し
て
古
代
に
於
け
る
支
那
、
朝
鮮
ご
我
國
・
こ
の
三
諦
を
研
　
し
難
い
次
第
は
、
、
一
鞭
正
明
も
夙
に
論
破
し
て
居
る
○
（
『

究
し
た
も
の
で
め
る
○
第
二
は
主
こ
し
て
豪
古
吏
に
關
係
　
大
臼
本
時
代
史
』
の
久
米
博
士
の
『
日
本
古
代
史
』
に
『

あ
る
も
の
で
『
校
正
増
注
元
親
征
録
』
ご
『
成
吉
思
汗
實
　
書
紀
』
の
紀
年
の
虚
構
は
緯
書
に
本
づ
け
る
こ
ご
を
最
初

録
魚
燈
』
ご
が
そ
れ
で
あ
る
○
第
三
は
前
二
者
以
外
の
雑
　
に
螢
恥
し
詫
人
は
圏
那
珂
紅
玉
な
り
ご
あ
る
の
は
勿
論
事

忌
で
あ
る
○
以
下
各
部
に
渉
っ
て
、
少
し
く
詳
細
に
紹
介
　
實
を
失
し
て
居
る
）
併
し
そ
れ
ら
は
多
く
断
片
的
の
も
の

せ
よ
う
ご
欲
ふ
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
把
○
那
珂
博
士
に
至
っ
て
、
始
め
て
根
本
的
に
、

　
　
　
　
　
　
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
將
把
組
織
的
に
、
『
書
紀
』
の
年
紀
の
信
用
し
難
い
事
實
を

　
（
一
）
明
治
三
十
年
以
前
に
於
け
る
那
珂
博
士
の
研
究
題
　
登
表
し
惣
の
で
あ
る
。

目
は
主
こ
し
て
古
代
の
口
本
ご
支
那
、
朝
鮮
こ
の
關
係
で
　
　
博
士
は
早
く
朋
治
十
一
年
一
月
の
『
淡
々
趾
談
』
第
三

あ
っ
た
○
こ
の
三
國
の
關
係
は
已
に
本
居
宣
長
や
、
伸
信
　
　
十
八
號
に
『
上
古
年
代
考
』
を
寄
せ
π
相
で
あ
る
。
つ
い

強
意
來
幾
多
の
學
者
も
多
少
研
究
は
し
て
居
る
が
、
，
勿
論
　
で
そ
れ
を
塘
補
敷
凝
し
て
『
日
本
上
古
年
代
考
』
ご
題
し

博
士
の
そ
れ
に
比
し
得
べ
き
も
の
は
見
當
ら
ぬ
○
　
　
　
　
て
、
朋
治
二
十
年
九
月
の
『
文
』
に
掲
げ
、
更
に
修
補
を

　
博
士
が
三
國
の
痛
覚
を
攻
究
す
る
宝
典
の
順
序
こ
し
て
　
加
へ
『
上
世
年
紀
考
』
ご
題
し
て
、
明
治
三
十
年
八
月
以

第
一
に
手
を
著
け
π
の
が
『
上
世
年
紀
考
』
で
あ
る
○
『
同
　
後
の
『
史
學
難
解
』
に
載
せ
た
Q
『
外
交
繹
史
』
の
『
上
古

本
書
紀
』
の
年
紀
の
毛
際
よ
り
延
長
し
て
居
る
こ
ご
を
論
　
年
紀
考
』
は
翻
ち
そ
れ
で
あ
る
○
那
珂
博
士
が
『
B
本
上

澄
し
た
考
讃
で
、
『
外
交
工
臨
』
の
窓
之
一
に
載
せ
ら
れ
て
　
古
年
代
考
』
を
公
に
し
た
後
、
星
野
博
士
、
久
米
博
士
、

居
る
。
『
書
紀
』
の
年
紀
の
延
憂
せ
る
こ
ご
は
、
已
に
本
居
　
吉
田
博
士
号
釜
窃
の
紀
年
私
案
を
獲
表
し
て
居
る
が
、
那

　
　
　
第
一
巻
　
　
（
一
一
一
九
）
　
　
批
　
詐
　
　
那
珂
魎
世
澱
轡
を
譲
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
戸
　
　
門
二
九



第
一
巻
　
　
（
｝
三
〇
）
　
拗
　
評
　
　
那
珂
瓶
世
楽
書
を
譲
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篶
　
　
　
　
　
ご
二
〇

珂
博
士
の
が
矢
張
b
允
も
精
確
を
畳
ね
る
○

　
（
二
）
『
外
交
軍
吏
』
の
憲
之
二
は
『
朝
鮮
右
史
考
』
で

朋
治
二
十
七
、
八
戸
九
の
三
年
に
渉
っ
て
、
『
史
學
雑
誌
』

に
掲
載
し
た
そ
れ
ご
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
○
朝
鮮
の

史
籍
の
今
臼
に
傳
は
れ
る
申
で
は
塾
高
麗
の
金
山
戟
の
『

三
國
史
記
』
が
一
番
古
い
け
れ
ご
，
『
三
國
史
記
」
の
み
で

は
鋼
底
朝
鮮
上
古
の
事
蹟
を
明
に
す
る
こ
ご
が
出
來
澱
。

那
珂
博
士
は
藤
本
．
支
那
の
古
吏
に
墾
署
し
て
、
『
朝
鮮
古

史
考
』
を
著
し
．
高
句
麗
為
百
濟
恥
新
羅
の
三
國
の
事
蹟
を

始
め
そ
の
以
前
に
當
る
朝
鮮
土
古
の
眞
縮
を
臨
朋
し
槌
。

　
こ
の
論
丈
は
二
十
余
年
前
の
趨
稿
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

後
講
韓
地
方
が
、
わ
が
勢
力
範
幽
に
麟
す
る
、
こ
共
に
，
こ

の
方
里
の
史
蹟
調
査
も
實
行
さ
れ
、
叉
種
々
新
い
史
料
も

世
に
現
は
れ
た
今
臼
で
は
、
そ
の
一
局
部
に
樹
し
て
は
、

多
少
修
正
を
要
す
べ
き
黙
も
出
來
π
襟
で
あ
る
が
．
大
盤

か
ら
見
渡
し
て
、
博
士
遺
勲
の
論
断
は
面
隠
ほ
確
乎
不
抜

ご
申
し
て
差
支
7
2
ひ
い
○

吾
が
輩
は
二
＋
年
前
に
『
巾
等
東
洋
史
』
を
著
は
し
巳

時
．
朝
鮮
古
代
の
耐
酸
は
圭
こ
し
て
こ
の
『
朝
鮮
古
墨
考
』

を
根
藤
こ
し
鴬
。
今
日
で
も
吾
が
輩
の
朝
鮮
古
代
に
闘
す

る
智
識
は
こ
の
『
朝
鮮
古
史
考
』
を
基
礎
こ
し
て
居
る
○

　
『
朝
鮮
古
史
考
』
の
第
八
章
は
朝
鮮
樂
浪
、
玄
菟
、
帯
方

考
で
，
漢
代
に
朝
鮮
方
面
に
重
縫
し
た
、
所
謂
海
東
四
郡

の
位
揖
を
考
幽
し
た
も
の
で
あ
る
○
こ
の
四
郡
殊
に
眞
番

郡
の
位
置
は
、
古
癖
楽
髪
も
菅
な
ら
ざ
る
有
様
で
、
那
珂

博
士
の
考
謹
も
最
後
の
断
定
を
下
す
ま
で
に
は
翻
蓬
し
て

居
ら
濾
。
近
時
南
村
博
士
立
葉
鱈
由
氏
等
は
，
燐
珂
醇
士

ご
は
反
勤
に
．
眞
蕃
郡
を
朝
鮮
の
南
方
に
擬
定
し
て
居
る

最
近
に
今
瀬
下
士
が
螢
表
し
た
『
眞
蕃
郡
考
』
も
亦
南
方

説
で
、
兎
に
角
旭
南
方
説
ば
旗
色
が
よ
．
い
○
併
し
一
方
で

は
臼
烏
博
士
も
邸
内
、
樋
口
二
學
士
等
は
、
那
珂
薄
士
ご

同
綴
北
方
説
を
固
執
さ
れ
て
居
る
○
両
説
の
是
非
は
更
に

冷
後
の
卜
定
に
待
た
ね
ば
な
ら
鍛
。

　
（
三
）
『
外
交
繹
史
』
の
憲
之
三
は
『
太
古
外
交
考
』
憲

之
四
は
個
、
三
韓
朝
賞
志
』
で
》
雄
略
天
皇
御
宇
前
後
ま
で

の
我
が
國
、
こ
支
郷
朝
鮮
こ
の
交
渉
め
歴
史
で
め
る
。
多
く

は
未
完
稿
で
あ
る
が
．
例
に
よ
っ
て
考
讃
精
確
で
、
卓
見

も
播
く
な
い
Q
そ
の
第
二
十
七
章
は
倭
噛
癖
王
ご
題
し
、



圭
こ
し
て
『
後
漢
書
』
の
光
武
本
紀
及
び
來
軍
部
に
見
ね
　
を
圭
こ
し
て
九
州
に
當
て
、
倭
奴
國
を
宗
像
郡
の
輪
土
郷

た
倭
奴
國
の
こ
ご
を
考
斯
し
て
あ
る
○
倭
奴
國
の
こ
ご
は
　
に
當
つ
）
成
立
の
便
宜
か
ら
、
こ
の
極
製
墨
を
極
北
界
の

支
那
の
正
史
に
見
ぬ
た
る
我
が
國
の
最
初
の
記
事
で
あ
る
　
誤
ご
認
め
て
居
る
〇
三
宅
樽
士
は
倭
奴
幽
を
正
し
く
倭
の

上
に
、
天
魔
四
年
に
選
士
し
把
何
奴
國
王
の
金
印
こ
も
關
　
奴
顧
ご
堕
し
駆
け
れ
ご
、
奴
隅
は
倭
の
画
邊
に
當
っ
て
、

係
が
あ
る
か
ら
．
早
く
幾
多
の
愚
者
の
糞
垂
を
曝
し
て
居
　
南
部
で
な
い
故
冷
こ
、
に
極
海
界
、
・
）
め
る
の
は
、
　
『
後
漢

る
○
那
珂
博
士
は
多
く
の
先
輩
が
、
倭
奴
を
始
土
に
擬
す
　
書
』
の
作
者
の
萢
嘩
が
，
そ
の
藍
本
こ
も
い
ふ
べ
き
『
三

る
に
反
而
し
て
、
落
合
直
澄
、
三
宅
米
吉
阿
蒙
ご
同
じ
く
　
國
志
』
の
魏
志
（
正
し
く
は
『
魏
略
』
）
の
倭
人
傳
に
憾
倭

こ
れ
を
倭
の
奴
幽
ご
賛
し
て
、
筑
前
の
灘
縣
に
擬
定
し
ね
　
の
諸
囲
を
刻
撫
し
た
最
後
に
、

”
あ
擬
定
は
鐵
峯
．
あ
っ
て
、
流
．
が
輩
翼
然
之
に
同
意
　
次
章
遡
，
聖
王
境
欝
鑑
、
藩
蕩
奴
鯛
（
中

を
表
す
る
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
）
不
騰
女
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ニ
　
　
　
　

　
倭
奴
鴎
の
倭
は
那
珂
博
士
が
『
外
交
鐸
史
』
第
二
十
六
　
　
ご
あ
る
痴
態
を
、
塁
塞
國
の
奴
國
ご
混
鋭
し
て
鳩
極
南
界

章
の
『
山
海
纒
』
『
論
衡
』
『
漢
書
』
の
倭
入
の
條
に
論
ぜ
　
ε
談
記
し
た
も
の
こ
認
め
て
居
る
。

る
動
く
、
a
本
の
総
鵬
な
る
こ
ご
は
無
論
で
あ
る
が
、
桓
　
　
吾
が
輩
は
星
野
為
三
宅
両
報
命
ご
は
所
見
を
異
に
し
て

や
『
後
漢
書
』
東
夷
簿
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
極
南
界
は
極
西
界
の
談
ご
認
め
る
。
酉
の
字
は
古
く
懸
に

　
建
武
中
元
二
年
倭
飛
動
奉
貢
朝
賀
（
中
馨
）
倭
國
之
語
義
　
作
り
、
字
形
が
南
の
字
ご
混
熱
し
易
い
○
清
の
何
款
濤
に

　
堺
．
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
据
る
ご
、
『
逸
周
書
』
の
王
曾
篇
に
あ
る
陣
階
之
南
、
碗
溌

ご
あ
る
極
量
界
の
句
に
樹
す
る
博
士
の
十
分
な
る
解
騨
の
　
氏
適
温
次
之
、
珪
讃
次
之
皆
潤
斑
の
西
面
が
一
本
に
は
南

見
常
ら
3
3
が
多
少
遣
械
で
あ
る
○
こ
の
句
に
就
い
て
は
古
　
面
に
作
っ
て
あ
る
○
古
書
に
颪
ご
南
．
こ
を
混
圃
し
元
こ
ご

家
の
學
新
何
れ
も
解
騨
に
著
ん
だ
。
星
野
博
士
は
下
説
（
倭
　
　
が
わ
か
る
○
極
南
界
を
極
瀬
界
こ
す
る
ご
、
九
州
に
在
る
・

　
　
　
第
　
一
管
　
　
（
一
三
一
）
　
　
批
　
評
　
　
那
珊
通
世
瀧
害
を
駿
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
一
…
…
＝



策
一
磐
全
三
二
）
批
那
評
珂
蓮
燈
墨
書
を
護
む
　
　
　
　

第
號
＝
曇
一

撃
顯
が
倭
國
即
ち
H
本
の
西
邊
に
在
る
か
ら
、
何
等
抵
諒

す
る
所
が
な
い
○
擁
、
分
岐
路
に
入
っ
た
が
，
多
少
關
係
の

あ
る
こ
ご
故
㌔
こ
、
に
附
記
し
て
置
く
○

　
　
　
　
　
　
罵

　
郷
里
博
士
は
そ
の
晩
年
に
渾
身
の
精
力
を
蒙
古
史
の
研

究
に
傾
注
さ
れ
た
。
勿
論
博
士
が
蒙
古
吏
の
研
究
に
着
手

し
た
の
は
篭
可
な
り
古
い
こ
、
・
し
、
想
像
さ
れ
る
○
博
士
が

剛
治
二
±
二
年
十
二
月
に
刊
行
し
た
『
支
那
逓
史
』
懇
四

に
、
論
難
末
ま
で
の
事
蹟
を
編
述
し
た
が
、
爾
後
久
し
く

そ
の
績
稿
を
公
に
せ
な
ん
だ
の
は
、
要
す
る
に
蒙
古
の
歴

史
を
開
に
す
る
に
は
、
是
非
叩
く
東
西
の
材
料
を
墾
考
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
こ
い
ふ
關
門
に
漉
遇
し
た
か
ら
で
あ
る

故
に
こ
の
時
か
ら
蒙
古
史
の
研
究
は
絶
ね
す
博
士
め
胸
臆

を
占
め
て
居
つ
元
に
相
違
な
い
○
元
史
刻
傳
多
閾
漏
（
『
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　

珂
遜
世
．
遺
書
」
中
に
蕾
む
）
の
一
篇
は
、
朋
治
二
十
六
七
年

の
作
こ
い
ふ
こ
．
し
だ
が
、
之
を
見
て
も
博
士
が
當
時
『
元

史
』
ご
『
元
朝
秘
史
』
『
蒙
古
源
流
』
ご
封
幽
す
る
外
、
早

　
　
ホ
ウ
オ
レ
ス

く
ぼ
9
～
、
o
憎
墜
の
『
蒙
古
史
』
な
ご
を
参
考
し
髭
こ
ご
が

想
像
さ
れ
る
○
明
治
二
十
七
八
年
の
交
、
吾
が
輩
が
帝
國

大
學
荘
學
の
録
、
博
士
は
已
に
高
等
師
範
鶴
野
に
於
て
、

蒙
嘗
史
を
講
義
し
て
屠
っ
た
。
吾
が
輩
は
常
時
の
高
等
師

範
在
學
の
友
人
か
ら
、
博
士
の
講
義
筆
記
を
借
魔
し
て
、

大
な
る
稗
盆
を
得
た
こ
ご
が
あ
る
。
重
野
博
士
が
二
十
九

年
春
褒
照
し
た
『
支
那
霧
域
沿
革
岡
』
の
元
代
厨
（
主
こ

し
て
郷
珂
博
士
の
助
ヵ
に
由
っ
π
も
の
こ
推
せ
ら
る
）
ま

た
三
十
二
年
に
第
一
高
等
學
校
で
兜
行
し
π
『
元
代
簗
域

圃
』
（
實
は
二
十
八
年
の
作
）
等
を
見
て
も
、
蒙
古
史
に
關

す
る
博
士
の
造
詣
の
深
い
こ
ご
が
推
測
さ
れ
る
○

　
併
し
博
士
が
一
身
を
蒙
古
吏
の
研
究
に
委
ね
る
こ
ご
》

な
つ
控
の
は
、
明
治
三
十
二
三
年
以
後
の
こ
一
3
響
で
あ
る
。

陳
毅
や
文
廷
式
や
、
内
藤
博
士
や
藤
田
（
蹴
跡
立
）
震
な
ご
、

内
外
の
知
人
の
厚
意
に
よ
っ
て
．
『
磐
田
簗
武
親
征
鎌
』
『
元

誤
爆
翠
黛
補
』
『
蒙
文
元
朝
秘
史
』
等
の
要
書
が
手
に
隔
し

た
こ
ご
が
、
紗
か
ら
す
博
士
の
蒙
古
史
研
究
心
を
煽
っ
た

か
ら
で
あ
る
○

　
「
元
史
』
に
は
蒙
古
開
國
の
記
事
が
頗
る
備
は
つ
て
居
ら

32

O
こ
の
敏
陥
を
補
ふ
に
は
、
支
那
方
面
の
材
料
で
は
遷

是
非
『
篁
元
聖
武
親
征
鍛
』
（
或
は
輩
に
『
元
親
征
録
』
鷲



も
い
ふ
）
ご
『
元
朝
秘
史
』
が
必
要
史
料
こ
な
っ
て
居
る
○

『
元
親
征
録
』
、
こ
『
元
朝
秘
史
』
こ
の
關
係
異
同
等
は
博
士

の
『
成
吉
思
汗
實
録
』
の
序
論
に
詳
で
あ
る
か
ら
、
弦
に

述
べ
る
必
要
が
な
い
○

　
（
一
）
『
綾
正
増
注
元
親
征
録
』
は
即
ち
上
記
の
『
皇
元

聖
武
親
征
録
』
の
注
…
粋
で
あ
る
○
　
『
元
親
征
録
』
に
は
已

に
清
人
何
秋
蚕
、
李
文
田
、
沈
曾
植
三
氏
が
稜
注
を
施
し

て
居
る
が
、
足
ら
ざ
る
所
、
誤
れ
る
所
が
甚
だ
多
い
。
博

士
は
之
を
補
足
し
た
故
、
校
正
増
注
ご
題
し
た
こ
ご
、
推

測
さ
れ
る
○
こ
の
書
は
博
士
の
求
定
稿
で
は
あ
る
が
瞳
元

親
征
録
』
の
注
鐸
．
こ
し
て
は
、
殆
ご
完
壁
ご
評
し
て
も
潅

美
で
な
い
○
蒙
古
史
研
究
者
に
ご
つ
て
更
訂
の
墾
考
書
で

あ
る
。

　
（
二
）
『
元
朝
秘
史
』
に
就
い
て
は
、
博
士
は
已
に
『
蒙

交
元
朝
群
吏
』
を
本
こ
し
て
、
有
名
な
『
成
吉
思
汗
實
録
』

を
著
は
し
て
居
る
。
蒙
古
史
研
究
に
鋏
く
べ
か
ら
ざ
る
二

．
大
史
料
こ
も
、
樽
士
に
よ
っ
て
＋
全
に
近
い
注
悪
を
得
元

課
で
あ
る
○
　
『
成
吉
思
汗
實
録
績
編
』
は
簿
士
が
『
成
吉

午
下
實
録
』
を
著
は
し
た
時
の
鼻
聾
物
こ
も
い
ふ
，
べ
き
も

嬉
　
一
巻
　
　
へ
一
三
三
）
　
　
批
　
評
　
　
邪
珂
通
世
逡
薯
を
諮
…
む

の
で
、
ω
叢
叢
の
功
臣
㈲
太
耐
即
位
の
後
に
見
わ
た
る
諸

国
、
㈲
『
秘
史
』
に
見
ぬ
ざ
る
名
臣
の
三
項
に
分
か
れ
て
居
る

各
項
こ
も
に
十
分
墾
考
の
債
値
が
あ
る
が
、
中
に
も
第
三

項
の
色
鍵
入
の
條
が
尤
も
石
女
が
深
い
Q
是
に
由
っ
て
難

古
の
租
宗
が
何
如
に
無
く
世
界
の
人
材
を
発
庸
し
た
か
、

將
紀
世
墨
の
人
材
が
業
古
の
前
払
に
聾
し
て
何
如
に
大
な

る
貢
献
を
な
し
陀
か
や
判
然
す
る
○

　
『
成
吉
思
置
記
録
績
編
』
の
十
七
頁
に
、
博
士
は
賭
惇
回
σ
q
。
。
訟

行
在
説
を
述
べ
て
居
る
。
病
宋
の
皇
居
杭
州
ぽ
巾
世
の
外

國
人
間
に
困
汐
σ
q
ω
鉱
ご
呼
ば
れ
た
○
こ
の
囚
ゴ
、
⑳
ω
餌
い
は
京

師
醤
劉
響
ω
き
の
音
を
至
っ
た
も
の
こ
い
ふ
の
が
從
摩
三

界
の
定
説
で
あ
っ
沈
Q
那
珂
博
士
は
皆
朱
一
代
の
間
、
杭

州
は
行
在
ご
辮
せ
ら
れ
、
決
し
て
京
腰
・
呼
ば
れ
識
こ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ン
ツ
ィ

ふ
事
實
を
根
子
こ
し
て
、
ζ
ゐ
。
・
9
は
行
在
の
縛
詑
で
あ

る
こ
い
ふ
新
説
を
唱
へ
た
。
吾
が
輩
は
全
然
博
士
の
新
説

に
同
意
す
る
○
そ
の
理
霞
は
本
年
十
月
の
『
吏
學
薙
誌
』
の

二
三
…
二
五
頁
に
委
細
に
蓮
べ
て
言
い
控
か
ら
ゴ
重
ね
て

F
丘
一
嫡
な
ヘ
ヂ
一
＆
O

ヰ
や
ぬ
く
ま
イ
タ

　
『
成
吉
思
葉
實
録
績
編
』
の
最
後
に
附
録
し
て
あ
る
元
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纂
　
一
十
　
　
　
ご
二
三



第
　
一
巻
　
　
（
ご
二
凶
）
　
　
幾
　
評
　
　
那
珂
蓮
堂
遺
書
を
畳
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
軸
　
　
　
一
三
四

　
　
コ
　
　
プ
　
　
リ
　
　
ス
　
　
ト

の
耶
蘇
（
克
讐
敵
暢
）
敷
徒
、
及
び
耶
蘇
激
の
東
流
に
託
す

る
論
文
は
、
・
東
洋
吏
に
志
あ
る
者
の
是
非
墾
歯
す
べ
き
も

の
こ
思
ふ
○
そ
の
論
釜
中
に
、
朱
の
銚
寛
の
『
瀟
漢
叢
語
』

に
ψ
の
る

　
青
隈
五
年
．
宥
貯
法
穆
護
熱
海
、
電
量
敷
詣
旧
聞
奏
、

　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
レ

、
渤
倉
長
董
崇
化
而
立
厭
寺
、
号
大
秦
寺
、
叉
名
波
斯
寺

　
　
ヨ
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
へ

ε
い
ふ
記
事
に
就
き
、
五
年
は
九
年
置
清
宴
は
附
訳
本
の

設
こ
し
て
、
真
槻
九
年
に
長
安
に
來
鷺
大
秦
の
僧
阿
羅
本

こ
こ
の
何
轍
．
こ
は
畢
二
重
一
人
で
あ
る
ご
断
じ
て
居
る
Q

吾
が
輩
は
蔽
に
之
に
賛
成
を
表
す
る
こ
ご
を
躍
躇
す
る
が

兎
に
角
耳
濃
し
い
説
で
あ
る
○
　
　
　
　
’

　
　
　
　
麟

　
『
外
交
謹
聴
』
『
緩
正
増
注
元
親
征
鍮
』
及
び
『
嘉
吉
諸

腰
嚇
遺
言
績
編
』
を
除
い
た
薙
録
の
中
で
、
主
要
な
る
も
の

は
『
東
洋
更
衣
要
芸
西
録
』
が
第
一
で
、
　
『
支
那
婦
人
纒

足
の
起
源
』
『
支
郷
蕉
統
論
考
』
等
の
論
文
が
之
に
つ
ぐ
。

『
支
那
締
入
纒
足
の
起
源
』
は
一
た
び
明
治
三
十
一
年
の

『
史
學
難
誌
』
に
掲
載
し
て
．
纏
足
の
起
源
を
尤
も
精
確
に

考
讃
し
お
も
の
、
『
支
那
正
統
論
考
』
ぱ
支
那
に
於
け
る
正

叢
論
の
起
源
及
び
沿
革
を
簡
朋
に
叙
述
し
て
、
明
治
三
十

年
の
『
東
亜
學
愈
愈
誌
』
に
掲
載
し
北
も
の
で
あ
る
○

　
さ
て
『
東
洋
史
學
要
書
聾
録
』
は
、
或
は
時
代
（
上
霞
庵

漢
魏
等
の
如
く
）
に
よ
り
、
或
は
土
地
（
安
南
、
南
海
、
印

度
、
西
域
等
の
如
く
）
に
よ
り
、
或
は
部
類
（
嬬
學
、
瀬
…
激

墨
佛
敷
、
財
政
、
兵
制
等
の
如
く
）
に
よ
り
、
す
べ
て
四

十
五
項
目
を
立
て
，
各
項
鐸
に
必
要
な
套
考
書
（
漢
籍
）
を

凋
記
し
た
も
の
で
悔
東
洋
史
を
學
ぶ
者
の
爲
に
は
、
好
禍

の
案
内
記
こ
も
い
へ
る
。
醗
米
人
の
署
書
を
も
書
き
添
へ

た
ら
、
一
履
…
便
礫
率
か
ら
ん
も
．
元
家
博
士
霞
身
の
塵
右

に
織
脚
へ
た
私
…
録
で
、
一
般
墨
・
者
の
爲
に
隣
に
趨
稿
し
た
・
も

の
で
な
い
か
ら
、
か
、
る
注
文
は
勿
論
無
理
で
あ
る
。
學

者
は
そ
の
必
要
に
鷹
じ
て
、
こ
の
東
洋
史
學
要
書
目
録
嘉

　
　
コ
レ
ヂ
ェ

共
に
9
塾
9
の
『
支
那
書
斑
』
巽
・
ぎ
叶
ぼ
8
も
。
認
・
募

を
墾
湿
す
る
よ
り
外
な
い
。
最
近
十
年
の
閥
に
、
こ
の
践

録
以
外
の
新
書
も
露
な
も
世
に
幾
た
Q
ま
た
博
士
は
内
閣

研
藏
の
書
籍
を
記
入
し
て
な
い
様
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
難

鎌
を
利
用
す
“
る
入
は
醸
こ
の
邊
の
用
意
を
忘
れ
て
は
な
ら

漁
o



　
　
　
　
　
　
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋼
慰
の
．
原
書
の
意
味
に
適
せ
す
、
ま
た
欧
洲
の
史
籍
の
如

　
那
珂
博
士
ご
錐
ざ
も
紳
で
な
い
以
上
過
失
は
亮
れ
鍛
。
　
く
聞
ね
て
紛
は
し
い
○
清
の
洪
鈎
の
『
元
史
課
交
証
輔
』

ま
し
て
末
定
稿
の
遺
書
の
こ
ご
故
、
多
少
不
行
煽
の
あ
る
　
に
簿
器
〇
三
餌
の
書
を
軍
に
両
域
史
こ
し
て
引
規
し
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
シ
ツ
ド

の
は
當
然
で
あ
る
○
転
読
の
聾
心
難
い
惣
、
不
行
屑
ご
思
　
　
る
の
も
勿
論
賛
成
し
難
い
Q
是
非
剛
施
特
史
、
益
か
劇
施
特

は
れ
る
二
三
の
黙
を
左
に
指
摘
し
て
見
地
い
。
吾
が
輩
は
　
書
こ
か
あ
っ
て
欲
し
い
。
二
字
名
に
す
る
の
が
必
要
な
ら

博
士
ご
直
接
師
弟
の
間
柄
で
は
な
い
が
、
絶
ね
ず
そ
の
指
　
O
す
煙
霧
8
0
≦
鉱
江
回
（
O
亀
8
焦
穀
蔵
》
髭
欝
二
塁
）
の
意
昧

導
を
受
け
、
…
た
益
々
な
ら
ゐ
知
遇
を
受
け
た
。
併
し
・
、
塗
採
っ
て
、
集
史
こ
か
全
史
ご
で
も
秘
し
た
方
が
安
嘗
こ

の
泓
情
の
爲
に
曲
庇
附
附
す
る
が
如
き
は
、
却
っ
て
博
士
　
思
ふ
Q

に
禮
を
亡
く
所
以
で
、
和
而
不
同
こ
い
ふ
主
義
は
博
士
禽
　
　
（
二
）
『
南
湖
増
注
元
㍊
征
録
』
中
に
洪
鈎
の
『
元
史
諜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

身
既
に
そ
の
上
古
年
紀
考
の
序
論
に
宣
言
し
て
居
る
で
は
　
文
証
補
』
を
引
惨
し
ね
所
が
早
く
な
い
が
、
或
は
洪
文
卿

た
ひ
い
歎
○
吾
が
輩
が
薙
に
博
士
の
厨
説
の
足
ら
ざ
る
所
を
　
日
ご
あ
っ
把
り
、
（
一
頁
）
洪
黒
氏
諜
文
ご
あ
っ
た
り
勢
（
五

指
摘
し
た
こ
て
、
蓉
を
暴
下
に
得
る
課
が
あ
る
ま
い
ご
思
　
頁
）
ま
覚
軍
に
仁
王
口
（
七
一
頁
）
ご
あ
っ
て
．
劃
一
を
敏

ふ
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
、
讃
者
を
惑
は
す
恐
な
い
で
も
な
い
。
名
な
り
字
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
シ
ヅ
ド

　
（
一
）
『
綾
正
塔
腰
元
親
征
録
』
に
は
．
峨
々
に
滞
程
。
篤
餌
　
に
一
定
す
べ
き
も
の
こ
思
ふ
○

ウ
ツ
ヂ
ン

＆
O
晒
二
の
U
い
舅
瓢
露
日
。
く
霧
野
プ
こ
い
ふ
書
物
を
揃
い
　
　
（
三
）
『
校
正
塔
注
元
毅
細
動
』
一
三
七
百
ハ
に
㌔
『
、
兀
皮
』

て
、
軍
に
西
翠
ご
写
し
て
あ
る
の
は
鞘
重
富
で
な
い
。
尤
　
太
組
本
紀
を
引
い
て
、
壽
六
十
六
ご
記
し
た
の
み
で
、
成

も
博
士
は
そ
の
三
頁
の
注
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
思
汗
の
年
壽
の
異
説
に
つ
い
て
、
何
等
言
及
す
る
所
な

　
ラ
シ
　
ヅ
ド

　
劇
施
特
蒙
古
史
、
後
唯
云
櫓
縄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
は
聯
か
物
足
ら
ぬ
心
地
が
す
る
。
尤
も
博
士
は
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　

ご
回
り
で
あ
る
け
れ
ざ
、
軍
に
西
史
あ
み
で
は
、
奪
。
頁
の
上
春
秋
四
＋
二
ご
あ
．
。
本
文
の
注
に
、
剛
施
特
を
始

　
　
　
第
一
懸
　
（
一
三
五
）
　
蜘
評
　
那
甥
溢
黙
雌
轡
を
譲
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
三
五



第
一
巻
　
（
一
三
六
）
　
蜘
評
　
那
珂
通
世
泌
書
を
編
む
　
　
　
　
　
　
　
璽
一
面
　
一
三
六

め
、
西
域
の
所
傳
を
封
比
し
て
あ
る
が
、
や
》
詳
細
を
歓

い
て
屠
る
・
博
士
の
『
盛
愚
汗
實
鎌
寒
一
八
頁
『
彬

鳶
畢
生
の
條
の
注
に
、
　
．

　
こ
の
年
は
我
が
二
條
天
皇
懸
保
二
年
壬
午
．
宋
の
高
言

　
紹
興
三
・
†
二
年
も
金
の
世
宗
大
定
二
年
忌
西
紀
一
一
六

　
二
年
な
り

ご
崩
記
し
て
あ
る
の
を
見
る
ご
、
博
士
は
蓋
し
『
元
親
征

録
』
や
『
一
7
6
史
』
に
左
噂
し
て
、
ふ
ハ
十
六
歳
説
を
信
じ
て

居
る
も
の
こ
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
○
洪
鈎
の
『
元
史
謬
書
証

補
』
憲
一
下
に
太
観
年
壽
考
異
の
一
項
を
立
て
》
異
説
を

集
録
し
て
あ
る
が
、
議
論
に
徹
底
せ
平
壌
が
あ
る
O

塁
塞
騨
輯
。
穏
鳶
蜀
寵
臆
凝
灘

思
汗
は
太
陽
暦
に
て
灘
七
十
二
歳
を
終
り
、
第
七
ナ
三
歳

鐵
に
死
ん
で
、
太
陰
暦
に
て
は
満
七
十
四
歳
を
絡
っ
て
、

第
七
十
五
歳
昌
に
死
ん
だ
の
で
あ
る
Q
太
陽
暦
ご
太
陰
暦

に
よ
っ
て
年
数
に
相
違
を
生
す
る
理
由
は
、
イ
ス
ラ
ム
激

徒
の
太
陰
暦
は
大
（
三
十
日
）
小
（
二
十
九
日
）
の
月
昏

六
．
併
せ
て
十
二
月
を
一
年
こ
し
て
、
閏
月
を
遣
か
す
に

梵
や
約
三
年
事
毎
に
、
一
a
の
翠
黛
を
戴
く
の
で
あ
る
。

即
ち
そ
の
一
年
は
普
通
三
頁
五
十
四
月
で
志
和
で
も
三
百

五
十
五
臼
に
活
過
ぎ
み
〇
　
一
撫
ヰ
…
二
百
ム
ハ
十
五
目
離
隅
の
ふ
八
陽
暦

に
比
較
す
る
ご
悔
三
年
毎
に
一
月
除
濾
三
十
年
毎
に
約
一

年
の
相
蓮
を
生
す
る
か
ら
で
あ
る
○

　
爾
ほ
圃
器
警
賦
に
据
る
ご
、
成
吉
思
汗
の
生
れ
把
の
は

興
暦
五
四
九
年
の
第
十
一
月
（
O
ω
三
－
集
巴
○
ε
で
、
そ
の

死
は
回
暦
六
二
四
年
の
第
九
月
目
涛
鍵
ご
巴
鶏
ε
に
當
る
Q

こ
の
回
暦
を
西
洋
暦
及
び
支
那
暦
に
配
労
す
る
ご
左
の
旭

・
リ
で
あ
る
○

・
暦
（
毒
暦
）
謁
葦
勉
美
雲
譲
九
輪
舞
胴

轄
太
陽
謄
、
鷲
誰
誕
聾
類
塘
雛

成
吉
匝
線
の
死
は
』
，
冷
ス
ラ
ム
敷
徒
の
燐
傳
に
て
は
、
回

暦
六
二
四
年
の
第
九
月
も
支
那
の
史
料
に
て
は
、
南
宋
の

寳
慶
三
年
七
月
こ
な
っ
て
居
っ
て
、
…
墜
方
全
然
一
致
す
る

謬
で
あ
る
Q
（
日
に
は
少
し
く
異
嗣
が
あ
る
）

　
搾
餌
ω
o
密
仙
に
は
成
吉
思
汗
の
生
れ
だ
臼
を
煙
い
で
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
レ
ヵ
ヴ
ぶ
ン
ア

が
西
暦
十
五
世
紀
に
田
だ
イ
ス
ラ
ム
敷
幅
の
墨
暁
。
ぎ
〆
ぎ
髭



“

の
歴
史
に
は
、
回
暦
五
四
九
年
十
一
月
二
十
日
の
誕
生
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
っ
て
居
る
。
即
ち
西
暦
に
て
は
一
一
五
五
年
（
乙
亥
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
二
十
五
日
、
支
那
暦
に
て
は
紹
興
二
十
四
年
（
甲
戌
）

十
二
月
二
十
一
臼
に
相
醸
す
る
。
南
宋
の
万
尋
の
『
蒙
難

備
録
』
に

　
今
成
吉
思
皇
帝
者
、
甲
戌
（
紹
興
二
十
四
年
）
生
。
彼
俗

　
初
無
庚
申
、
今
考
糠
謹
言
而
書
之
、
痴
話
見
彼
爾
歳
也

　
　
ニ
　
　
ご
　
　
レ
　
　
ニ
ニ
　
　

ご
あ
る
の
こ
何
等
矛
盾
す
る
所
が
な
い
○
紹
興
二
十
四
年

の
十
二
月
二
十
一
日
は
、
太
陽
暦
で
は
、
次
の
年
の
一
月

二
十
五
日
に
當
る
か
ら
、
成
吉
思
汗
は
乙
亥
の
歳
の
誕
生

ご
庵
い
ふ
こ
ご
が
霞
肖
る
。
イ
ス
ラ
ム
敷
量
り
古
き
傳
説

に
、
成
吉
思
汗
は
亥
の
年
に
生
れ
て
、
亥
の
年
に
死
ん
だ

こ
あ
る
の
は
、
事
實
ご
一
致
し
て
居
る
○
洪
鈎
が
孟
獄
の

記
録
ご
イ
ス
ラ
ム
敷
徒
の
所
傳
こ
の
間
に
、
一
年
の
相
蓮

が
あ
る
も
の
．
こ
信
じ
て
居
る
の
は
、
粗
忽
千
歯
．
こ
い
は
ね

ば
な
ら
ぬ
○

　
孟
瑛
は
成
吉
捨
書
ご
馨
時
代
を
同
じ
く
し
π
入
で
、
且

つ
尤
も
多
く
叢
古
の
有
力
者
を
蟄
近
し
た
入
で
あ
る
○
そ

の
傳
ふ
る
燐
は
頻
る
信
愚
す
る
に
足
る
．
こ
思
ふ
○
從
っ
て

第
　
一
巻
　
　
（
一
三
七
）
　
　
批
　
騨
　
　
那
珂
題
世
瀧
書
を
製
む

孟
瑛
ご
全
く
一
致
す
る
イ
ス
ラ
ム
懐
子
の
胱
傳
を
重
ん
じ

て
、
吾
が
輩
は
成
吉
思
汗
の
年
壽
を
六
十
六
歳
こ
す
る
よ

り
も
、
七
十
四
歳
ご
信
じ
た
い
○
蓋
世
の
大
英
雄
の
年
壽

の
こ
ご
故
、
や
、
詳
細
に
渉
っ
て
、
叢
に
評
論
す
る
こ
ご

に
し
陀
Q

　
（
四
）
『
成
吉
年
酒
實
録
績
編
』
一
四
二
頁
に

　
ア
　
ラ
　
　
ビ
　
　
ア
　
　
　
　
ァ
　
プ
　
が
で
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

　
阿
剛
必
亜
人
阿
不
婁
篤
の
談
に
漏
れ
ば
、
八
七
八
年
〔
僖

　
宗
の
乾
蔚
五
年
）
に
緻
浦
即
杭
州
の
毒
し
き
外
園
居
留

　
　
　
　
　
　
ク
　
モ
　
　
ス
　
ト

　
民
の
一
部
は
克
量
思
湯
敷
徒
な
り
ご
云
へ
り
○

ご
あ
る
富
浦
は
問
違
っ
て
居
る
○
ア
ラ
ブ
入
の
原
文
に
は

囲
ぎ
鼠
2
ご
あ
る
か
ら
、
正
し
く
は
カ
ン
フ
ご
貸
し
た
方

が
よ
い
。
那
珂
博
士
が
峯
楚
誉
二
の
原
文
に
激
浦
の
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ブ
ハ
く
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
に

字
を
擬
古
し
惣
の
は
、
勿
論
峯
ぞ
お
普
以
楽
尾
［
膏
や

リ
ヒ
ト
ホ
フ
エ
ソ

壼
。
｝
益
δ
δ
p
な
ざ
の
諸
大
家
が
、
霊
魂
藁
邑
§
緻
浦
同
一

説
を
探
っ
た
か
ら
、
之
に
服
從
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
吾

が
輩
が
近
頃
詳
細
に
辮
明
し
て
お
い
元
通
り
又
大
正
四
年

十
月
の
『
史
學
雑
誌
』
一
二
頁
）
駕
ぎ
同
誉
¢
は
廣
府
の
音
灘

で
灘
蒲
の
昔
謬
で
な
い
○
故
に
激
談
（
即
杭
州
》
、
・
篇
あ
る
は

較
ろ
慶
府
（
灘
廣
州
）
、
し
撮
む
べ
き
で
あ
る
。

第

＝
二
七



第
　
一
懸
　
　
（
一
三
八
）
　
　
撹
　
評
　
　
那
珂
蓮
鞭
潰
書
を
鰭
…
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
三
　
　
　
ご
二
八

　
（
五
）
『
成
吉
思
概
算
鐘
馬
糞
』
一
四
四
頁
に
、
唐
の
武

宗
の
會
昌
五
年
の
詔
に
、
勒
大
有
態
護
祓
三
千
徐
人
還
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『

ｱ
曝
書
』
本
紀
）
ご
あ
る
、
祓
の
一
字
の
解
鐸
に
つ
い
て

博
士
は
可
な
り
困
惑
さ
れ
て
居
る
。
或
は
唐
の
杜
佑
の
『
通

典
』
に
薩
職
蜂
祓
説
ご
あ
る
に
よ
っ
て
、
祓
は
祓
観
な
ら

ん
か
ご
も
考
へ
、
ま
π
宋
の
志
磐
の
『
佛
麗
統
記
』
に
穆

護
火
駅
ご
あ
る
に
よ
っ
て
、
火
蔽
の
脱
落
か
ご
も
考
へ
、

最
後
の
断
定
を
躇
聡
し
て
居
る
。
併
し
『
蕾
副
書
』
の
穆

護
祓
の
祓
は
厭
の
談
で
あ
る
。
宋
の
司
馬
光
の
『
資
治
通

鑑
』
に
は
正
し
く
穆
護
憲
ご
あ
っ
て
、
元
の
胡
三
省
は
厭

乎
煙
翻
ご
注
し
て
居
る
○
『
遽
典
』
に
薩
寳
府
祓
観
ご
あ
る

の
も
、
勿
論
駅
瀧
の
談
で
あ
る
こ
ご
は
、
『
奮
二
三
』
職
官

志
に
、
黒
帯
府
の
駅
祝
こ
い
ふ
官
を
奉
げ
π
る
に
据
っ
て

明
白
で
あ
る
。

　
（
∴
ハ
）
『
成
士
口
早
汗
實
録
熊
心
置
』
　
一
五
〇
頁
に
寓
O
！
く
○
濤
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ラ
　
コ
　
ル
ム

の
『
蒙
古
吏
』
に
よ
っ
て
、
蒙
古
の
都
城
喀
剛
和
林
を
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
ブ
　
ル
　
グ

ふ
陀
キ
ソ
ス
｝
激
鯨
蝋
ト
噂
克
（
彊
記
σ
三
沢
）
の
こ
ご
を
記

し
て

　
（
前
暑
）
此
珍
奇
な
る
銀
細
工
は
、
洪
片
鱗
亜
の
別
勒
果

　
難
篤
（
自
城
）
に
て
捕
は
れ
セ
る
、
睡
哩
の
銀
工
吉
要
婦

　
三
野
の
作
に
し
て
、
そ
れ
を
作
る
に
銀
三
千
馬
兇
克
を

　
費
し
き
。
こ
の
銀
工
の
外
に
、
瞬
卜
櫓
克
は
喀
嘲
科
囎

　
婿
に
て
、
あ
ま
陀
の
克
哩
思
揚
敏
徒
。
洪
蟷
哩
入
・
阿
閾

　
入
。
曝
思
入
・
七
三
只
（
勺
兇
只
亜
）
人
・
阿
兇
簸
尼
亜
人

　
に
遇
ひ
き

．
ご
あ
る
洪
鴎
野
駈
は
置
三
薦
勲
曙
一
別
勒
果
羅
篤
は
ぎ
薦
『

巴
。
・
鵜
哩
は
℃
駐
の
懸
字
で
あ
る
。
吉
要
妨
牽
舎
は

源
文
に
を
窪
§
¢
ご
・
琶
義
ご
あ
る
。
妻
農
・
ヨ
を
㌔
フ

ラ
ン
颪
に
態
々
酵
嬉
姫
善
き
改
め
柁
の
で
あ
る
が
、

原
型
の
儘
に
ク
イ
リ
ァ
ム
ご
し
て
も
差
支
あ
る
ま
い
○
あ

ま
惣
の
克
塁
思
揚
敷
徒
・
洪
購
哩
入
・
薄
曇
入
云
々
ご
あ
る

の
は
、
原
丈
の
∩
窪
窪
芭
ご
類
§
囎
憎
判
僧
屋
》
芭
炉
葬
霧

凶
震
伊
　
O
o
o
詑
一
餌
霧
一
磐
篇
諺
吋
巳
〇
三
9
諺
ご
…
封
照
す
る
ご
、

ク
　
さ
　
　
ス
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ソ
ガ
　
リ
　
　
　
　
　
　
ア
　
ラ
ソ

進
撃
思
葦
戸
從
な
る
選
録
繁
華
・
阿
閾
入
云
摩
ご
澤
す
る

方
が
よ
い
。

　
（
七
）
那
珂
博
士
は
外
國
の
地
名
国
名
等
に
濁
し
て
、
必

要
以
上
に
漢
字
を
充
て
た
が
る
習
癖
が
あ
る
○
『
成
吉
思
汗

實
録
』
も
同
襟
で
あ
る
が
、
『
校
正
増
注
元
親
征
録
』
に
も



『
成
士
．
思
汗
實
籍
遜
に
も
盛
に
．
、
紛
商
議
聴
し
て

居
る
○
人
名
で
は
く
巳
。
に
裕
勒
、
犀
簿
ω
o
｝
嘉
。
箆
興
に
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
チ
ェ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ブ
ン

例
暢
旋
（
施
？
）
乃
迭
免
、
舅
碧
夢
一
理
に
保
提
額
、
H
頭

重
山
諦
影
に
果
朝
倉
講
畢
・
診
砂
混
劉
赫

　
　
　
　
　
ブ
ラ
ノ
　
　
ヵ
レ
ビ
ニ

弗
勒
弗
答
、
注
窪
o
n
錠
℃
一
巳
　
に
普
刺
諾
喀
兇
關
尼
を
充

つ
る
な
ざ
一
々
鋼
延
す
る
に
堪
へ
澱
○
地
名
國
名
等
に
も

ギ
リ
シ
ャ
に
糞
里
沙
、
獄
ー
マ
に
難
聴
帽
、
ぺ
〃
シ
ア
に
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ザ
エ
ル
メ
イ
ジ
ヤ
ソ

兇
沙
毛
ビ
川
マ
に
必
見
馬
、
》
N
角
募
骨
コ
に
阿
特
旨
楓
占

艶
か
多
涛
鄭
に
出
費
閾
那
鼻
拉
奮
」
野
分
昌
新
し

い
漢
字
を
充
て
》
あ
る
。

　
勿
論
博
士
の
漢
字
を
充
て
る
に
は
》
嚴
霜
瀞
σ
る
法
鮒
が

あ
っ
て
、
そ
の
母
斑
の
要
領
を
知
れ
ば
秘
比
較
的
正
確
（
原

昔
に
近
く
）
に
聚
昔
幾
掛
る
諜
で
あ
る
が
、
併
し

　
㈲
何
如
に
密
嚴
な
む
法
則
を
立
て
、
も
、
元
來
嘗
を
圭

こ
せ
ぬ
漢
字
を
用
ひ
て
、
外
國
昔
を
表
は
す
時
は
、
F
必
ず

無
理
を
生
す
る
。

　
紛
↑
そ
の
當
時
の
記
録
に
使
用
さ
れ
た
、
在
來
の
漢
字
強

固
麿
名
詞
ご
、
博
士
が
自
撰
し
π
漢
字
的
固
有
名
詞
ご
論

意
し
て
、
護
看
に
誤
解
を
生
ぜ
し
む
る
恐
が
め
る
○

　
　
　
第
　
一
巻
　
　
（
一
三
九
）
　
　
鋤
　
評
　
　
那
珂
通
世
澱
害
を
談
む

　
団
支
那
人
相
手
の
著
述
な
ら
ば
兎
に
角
、
假
名
交
り
文

の
『
成
吉
思
汗
輯
録
績
編
』
に
、
此
の
如
き
書
方
を
用
ふ

る
は
無
意
昧
こ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

㈹
璽
の
線
名
に
醸
し
て
、
異
っ
た
漢
字
を
発
て
る
時

は
、
讃
者
の
疑
惑
を
生
じ
易
い
○
現
に
こ
の
書
中
に
も
塾

　
　
　
ラ
シ
ヅ
や

同
一
の
渉
餌
。
。
。
一
μ
三
に
尊
し
て
、
剛
失
暢
、
劇
施
特
、
拉
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ス
　
チ

特
ご
三
選
の
綴
方
が
見
ね
、
同
一
の
ン
雰
o
O
＆
凶
に
鍋
し
て

馬
蘇
第
叉
は
馬
蓬
的
ご
綴
方
を
異
に
し
て
居
る
Q

　
此
等
の
理
由
に
よ
っ
て
、
吾
が
輩
は
外
國
の
地
名
人
名

等
に
一
切
（
當
時
の
記
録
よ
）
国
華
せ
る
も
の
は
別
こ
し

て
）
自
撰
の
漢
字
を
充
て
る
こ
ご
を
罷
め
、
假
名
か
叉
は

洋
字
を
使
用
す
る
の
を
希
望
す
る
○
掴
中
葦
一
郎
鱈
の
課

し
だ
『
ド
ー
ソ
ン
蒙
古
史
』
に
も
、
洪
鈎
の
『
元
史
諜
三

越
補
』
の
用
字
を
借
り
來
っ
て
、
外
國
の
地
名
人
名
等
に

漢
字
を
充
て
〉
あ
る
が
、
決
し
て
賛
成
す
べ
き
こ
ご
で
な

い
ご
思
ふ
○

　
（
八
）
『
東
洋
粗
描
・
｝
要
書
目
録
』
は
　
鍵
に
流
　
べ
た
［
涌
…
り
隔

週
博
士
の
机
上
の
傭
官
私
録
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、

之
に
十
全
を
責
む
る
の
は
勿
論
無
理
で
は
あ
る
が
、
喉
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
高
　
　
　
一
三
九



第
　
　
巻
　
　
登
隅
○
）
　
　
幾
　
詳
　
　
郡
購
麺
世
潰
書
を
謹
む

の
辮
六
頁
の
稀
、
敷
榔
第
三
類
に
、
彿
興
野
流
に
際
す
る
墾

考
書
類
を
牧
晶
、
た
中
に
．
『
三
麟
志
』
を
朧
漏
し
て
癬
る
の

は
、
可
、
な
り
大
な
る
手
落
で
め
つ
て
、
或
は
印
劉
土
の
不

行
届
か
ら
鰹
つ
た
こ
ご
か
ご
も
疑
へ
る
。
申
す
迄
も
な
く

『
三
國
∵
芯
』
の
馬
流
に
引
い
て
あ
る
『
魏
略
』
の
記
事
は
灘

佛
潟
東
流
に
關
す
る
尤
も
正
し
き
尤
も
古
き
傳
説
で
あ
る

シ
ヤ
ヴ
ァ
ソ

Ω
肇
、
〔
蚤
副
霧
は
こ
の
『
魏
略
』
の
記
事
を
彿
詳
し
て
》
一

九
〇
五
年
即
行
の
霧
報
鷺
．
。
琶
窯
ぎ
誌
上
に
揚
載
し

て
居
る
○
『
魏
略
』
の

　
昔
漢
鰭
酒
元
壽
元
年
（
函
蔵
前
二
年
）
博
士
弟
子
景
盧
、

　
受
大
月
民
王
便
耳
垂
、
鷺
受
浮
屠
経
、
擁
無
賃
者
共
入
也

　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　

の
一
膝
に
就
い
て
は
、
Ω
奏
奉
舞
霧
ば
窟
の
段
成
式
の
『

酋
陽
雛
薙
』
に
翼
翼
獲
大
月
支
復
立
維
是
也
ご
あ
る
を
帳

　
　
　
　
　
　
　
レ

篠
こ
し
て
、
復
立
の
義
を
跳
馬
し
て
居
る
が
噛
唐
の
杜
佑

の
『
通
典
』
に
鯨
骨
ご
あ
る
に
由
っ
て
も
復
立
は
語
言
の

誤
で
、
浮
屠
．
こ
同
じ
く
、
野
乙
島
ぎ
の
暑
諜
ご
認
め
る
方

が
委
告
霞
で
あ
る
ま
い
か
○

　
『
東
洋
史
學
要
書
冒
録
』
の
類
書
類
の
中
に
『
冊
…
二
元
魑
』

を
牧
め
て
あ
る
が
、
此
『
冊
嘉
元
鶉
』
殊
に
其
外
臣
部
は
支

第
一
舞
　
　
一
四
〇

那
ご
外
醗
、
し
の
交
渉
開
係
を
調
査
す
る
に
必
須
の
史
料
で

あ
る
○
唐
時
代
の
外
冠
關
孫
を
調
査
す
る
に
は
秘
『
溝
府
元

魏
』
を
第
一
の
型
鋼
．
こ
推
し
て
も
、
殆
ご
異
議
は
あ
る
ま

い
○
西
域
都
や
朔
落
部
に
『
逓
典
』
や
『
遽
考
』
を
羅
げ
る

以
土
、
『
憐
二
元
鐘
』
を
も
加
へ
て
置
く
方
が
よ
い
か
、
し
思

ふ
。
尤
も
『
慨
上
元
題
』
の
分
類
は
混
思
し
て
居
っ
て
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ヴ
ア
ソ
ヌ

實
用
に
不
梗
が
多
い
○
∩
ぎ
〆
・
〔
毒
詞
窪
は
嘗
て
そ
の
頭
突
．
凝

に
關
係
あ
る
部
分
を
抽
詳
し
づ
粘
、
年
代
順
に
排
列
し
、
『

西
突
、
嵌
志
補
』
　
躍
勲
窪
簿
＆
答
。
⇒
。
浮
凱
　
・
・
罎
厨
日
。
〒

鰻
重
0
8
瞬
（
ζ
製
造
〔
ご
題
し
て
、
一
九
〇
四
年
の
『
遮
報
』

に
載
せ
て
あ
る
○
隅
様
叉
は
類
似
の
方
法
に
よ
っ
て
為
各

方
面
に
渉
っ
て
、
『
器
府
元
稲
』
の
内
容
を
分
類
整
理
し
ね
、

ら
、
必
ず
総
懸
に
多
大
の
遊
離
を
與
へ
る
こ
．
し
》
信
ず
る

以
上
指
摘
は
し
て
見
た
が
、
駈
謂
白
玉
の
微
疵
で
為
固
よ

り
博
士
の
遺
書
の
影
野
に
閣
係
は
な
い
○
吾
が
輩
が
彼
是

ご
論
じ
立
て
た
主
筆
は
畢
竜
野
を
賢
者
に
求
む
る
に
外
な

ら
3
3
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
露

　
委
員
軽
震
が
博
士
の
遺
書
整
理
の
爲
に
晶
多
大
の
勢
力



を
費
さ
れ
た
に
細
し
て
、
吾
が
輩
は
勿
論
十
分
の
威
謝
を
　
　
る
こ
ご
を
希
望
す
る
。
反
り
黙
を
施
す
の
は
、
客
易
な
事

表
せ
ね
ば
な
応
・
が
同
時
に
多
少
蓋
し
ξ
黙
が
な
七
．
紅
霞
芒
由
っ
て
多
大
の
稗
転
得
．
。
筆
あ
る

い
で
も
な
い
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
『
外
交
繹
史
』
で
、
い
ひ
『
綾
正
増
注
元
親
征
録
』
ξ
い

三
博
吉
遺
書
巣
定
稿
で
め
つ
て
、
謎
携
蔑
ひ
、
専
義
墜
・
田
鼠
聾
録
細
編
』
・
い
ひ
、
中
に
内
禦

縫
㌫
薪
櫟
謎
凱
咽
懸
想
罐
∴
艦
和
船
辮
総
轄
意
思
鶴
鱗

蜘
灘
撫
轡
鱗
購
躯
喉
∵
製
蹴
叢
濃
総
懸
鑑
轄
画

量
受
け
ら
栖
、
。
鮪
棄
洋
史
學
要
書
目
録
』
に
つ
記
載
し
て
あ
る
叢
雨
き
範
轡
渉
っ
て
最
洋
史
專

い
て
狂
し
て
も
、
『
針
音
池
槍
』
の
撰
者
の
姓
名
こ
か
、
『
元
　
門
以
外
の
人
々
も
讃
嘆
を
墾
下
す
る
必
要
が
あ
る
○
現
に

典
章
』
や
直
方
備
謹
の
回
数
こ
か
、
『
史
記
』
『
漢
董
の
こ
の
書
爽
究
後
に
・
知
名
の
學
者
で
こ
の
書
の
購
護
希
望

儒
林
傳
の
憲
次
な
ご
は
瀬
容
易
に
補
足
さ
れ
る
馨
ぐ
」
謂
ふ
Q
　
を
申
出
盗
人
が
砂
く
な
い
綴
で
め
る
。
學
㈹
の
普
及
こ
い

（
二
暴
定
立
即
位
の
時
の
赦
書
は
俗
文
盤
で
、
頗
・
。
面
ふ
黙
か
ら
見
て
も
・
那
珂
博
士
の
功
績
を
世
に
知
ら
す
蔦

白
き
も
の
で
あ
る
が
、
博
士
は
『
成
吉
恩
汗
實
録
績
編
ヒ
　
い
ふ
黙
か
ら
見
て
も
、
何
こ
か
し
て
一
般
の
希
望
満
に
も

〇
四
翼
に
、
此
毛
書
を
引
用
し
て
、
本
文
の
側
に
、
逐
字
　
　
登
費
す
る
楼
な
方
法
を
講
じ
て
貰
ひ
た
い
○

巧
妙
な
る
訓
讃
を
施
し
て
居
る
○
併
し
肝
心
の
反
り
黙
が
　
　
内
部
の
實
情
を
悉
さ
ぬ
放
言
か
も
知
れ
ぬ
が
、
吾
が
輩

な
い
鴬
め
、
折
角
の
訓
讃
も
、
多
数
の
讃
者
に
は
到
底
之
　
　
の
こ
の
注
丈
が
、
幾
分
な
り
ご
委
員
妙
齢
に
探
用
さ
る
れ

を
利
用
す
る
こ
ご
が
出
來
ま
い
Q
是
非
反
り
黙
を
添
加
す
　
　
ば
、
誠
に
本
懐
の
至
り
で
あ
る
。
（
大
正
四
年
十
二
月
十
日
）

　
　
　
第
一
巻
　
　
（
一
四
一
）
　
　
批
　
評
　
　
那
翼
巡
澱
癒
書
を
撮
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
丁
　
　
一
四
一

O


